
一般質問  議:議員／理:理事者

● 高齢者への支援について

その他の質問
・カスタマーハラスメント対策に
　ついて

　　バス運賃について、勝山市内のほとんどの
バスは、勝山駅、サンプラザ、水芭蕉を通って
いる。高齢者のバス運賃を無料にすると、高齢
者の行動範囲を広げ、地域の活性化につながる
と考えるが、市の見解を伺う。
　　勝山市では、高齢者による交通事故の減少
を目指し、高齢者運転免許証自主返納支援事業
を実施している。さらに今年10月1日から、コ
ミュニティバスの野向・北郷・荒土方面を1つ
のエリアとして、フルデマンド運行を開始す
る。既にフルデマンドバスの導入をしている野
向・北郷両方面では、利用者数が増加し、両地
区の全戸を対象に行ったアンケートでも非常に
満足度が高い結果となっている。
　高齢者の行動範囲を広げ、社会参加促進を図
る為に、まずコミュニティバスの利便性を高め
ていきたい。運賃のあり方については、勝山中
学校が開校する令和9年4月に合わせ予定して
いる、市内公共交通体系の見直しの中で検討し
ていく。
　　市・県民税の申告について、確定申告期
に、まちづくり会館等に市・県民税の申告書を
準備してはどうか。
　また、生命保険料控除等の税に関する書類を
紛失しないよう、確定申告前の10月頃の広報
に紛失防止の為に周知する必要があると考える
が市の見解を伺う。
　　申告時期にまちづくり会館等へ市・県民税
の申告書を備え付ける事については、家庭にイ
ンターネットやパソコン機器等の環境が整わな
い方への支援として実施する。
　また、年末調整時期に送付される生命保険料
控除証明書等の紛失を防ぐ為の注意喚起及び提
出先の案内については、所得税を管轄する税務
署と連携し、広報等を活用した周知及び時期に
ついて検討する。

● 新中学校建設特別委員会

　6月定例会以降、閉会中の7月22日、8月22日
に委員会を開催しました。
　7月22日の委員会では、給食食材搬入等の車
両動線について説明を受け、グラウンドと校舎
の間を通らない動線がないか、委員から様々な
可能性について意見が出されました。
　また、高校の仮設昇降口の建設工事と、新中学
校建設の為、現在の高校の昇降口の解体、クラブ
ハウス等の解体工事について説明がありました。
　一方、地下横断歩道の建設には都市構造再編
集中支援事業補助金が財源として予定されてい
ますが、その対象となるか確認するよう意見が
出され、再度補助対象になる事を確認しました｡
　次に8月22日の委員会では、前回委員会で意
見があった車両動線について具体的に地図を見
ながら説明を受けました。高低差や幅員の問題
で具体的に適地の結論は出ませんでしたが、今
後も検討を続けていきます。
　給食室の設計については、議会への表明が
あった時期と設計の指示の時期について意見が
ありました。
　中高連携カリキュラムについては、現在の検討
案について説明を受け、議論をしました。
　次に9月25日の委員会では、付託を受けた勝山
市立中学校建設工事（地下横断歩道建設工事）
請負契約の締結について、まず審査しました。
　委員からは補助対象について、それぞれの区
域で文部科学省の補助事業、国土交通省の補助
対象事業、補助対象とならない事業に分かれる
理由と、その事業費について意見が多く寄せら
れました。市民負担をできるだけ抑えるよう、
努力している事の説明がされました。
　委員からは契約自体に不備があるとは言えな
いものの、市長選挙を控え、審査を継続するべ
きという意見と、一方で議案の契約については
手続きや契約内容に不備がないのであれば、契
約締結を認めるべきという意見が出されまし
た。採決により継続して今後も審査していく事
となりました。
　今後も勝山市の将来を担う子ども達がのびの
びと学び、また子ども達が主体性をもって様々
な活動ができる安全安心な学校施設が整備でき
るよう議論していきます。
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　　国交省からの「都市構造再編集中支援事業
補助金」の総事業費33億600万円のうち、地下
横断歩道にはいくらの補助の内示があったのか｡
　基本計画に明記されていない給食室の設置が
令和5年8月28日付けの担当課長決裁の指示書
で庁内において示されているが、議会において
は、市長の令和5年9月12日議会招集あいさつ
の「給食室の設置を検討します」との発言で初
めて知るが、いったい、市長の指示はいつどの
ようにあったのか。
　　国に申請している都市構造再編集中支援事
業補助金は、令和5年度からの5か年で元禄線
歩道や新中学校の整備、教育会館の改修、中央
公園の再整備を進める為のものである。このう
ち、令和6年度分の新中学校整備の為の補助金
は、地下横断歩道及び新中学校の校舎整備費用
をまとめて3億8,000万円で国から内示をいた
だいている。地下横断歩道には、今年度実施予
定の事業費の2分の1の額となる、約1億2,500
万円を充当し整備していく。
　「自校式給食室の設置検討について」の業務
打合せ簿における指示事項は、令和5年8月28
日に勝山市立中学校基本・実施設計業務委託の
受注者に送付したもの。これまで市議会をはじ
め保護者より、長年にわたり自校式給食室の設
置要望を受けてきた事から、敷地内に給食室の
設置が可能かどうか庁内での検討資料が必要と
判断し、市長からの指示により担当職員が設置
費等の試算を行ったのちに、営繕課長名で送付
した。
　なお令和5年9月定例会における市長招集あ
いさつ時には、受注者から提出された資料をも
とに実現可能性について庁内での検討を行った
のみで、その時点では勝山市立中学校再編準備
委員会においては未検討であった事から「検討
してまいります」との表現となった。
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　　PTAは単位PTA、市PTA連合会、県PTA
連合会とあるが、事務局校は3つのPTAに関す
る業務を1年務めなければならない。教員の働
き方改革が求められる中で、令和9年度開校予
定の新中学校にPTA事務局の設立、事務員の確
保は可能か。
　　勝山市PTA連合会事務局は、市内小中学校
12校で1年交代の輪番制となっており、学校規
模にもよるがPTA業務は事務局校の校長や教
頭、事務職員が担当している。議員から「3名
から4名の教職員が事務局に在籍し、PTA関係
業務をしながら学校行事や授業のサポートを
行ってはどうか」とのご提案をいただいたが、
教職員の配置人数は法律で定数が決まっており
加配は困難である。また市が雇用する会計年度
任用職員においても担当業務がある為、PTA事
務局業務の兼任は難しい。
　教職員の業務負担軽減を進める事は必要なの
で、まずは校長会と市PTA連合会との連携の中
で、PTA事務局の業務精選や簡素化等を進める
事が重要と考える。市教育委員会としても支援
できる事があれば検討する。
　　秋から始まるコロナワクチンの定期接種に
向けて、ワクチンに関する様々な情報を市の
ホームページにアップできないか。接種にはリ
スクを伴う事を含めて、メリット・デメリット
を市民に周知させていきたい。
　　新型コロナワクチンの注意喚起について
は、予防接種や健康被害に関する情報等を市
ホームページや広報等で情報提供していく。
　また市民が健康に関する知識を得る機会とし
て健康講座の開催等も行っているので、健康づ
くりや病気の予防とともに、予防接種や感染症
予防についての情報提供を行い、市民の方が健
康に目を向けるきっかけとなるよう、普及啓発
に努めてまいりたい。

● 令和9年度の新中学校開校に向けたPTA
　 事務局の設立、事務員の確保について
● 秋から始まるコロナワクチン
　 の定期接種について
その他の質問
・マイナ保険証の利便性について

● 新中学校建設について

その他の質問
・市制施行70周年記念について
・教育会館の改修について
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